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去
る
、
十
二
月
五
日
に

第
一
回
目
の
庁
舎
建
設
委

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

各
地
域
審
議
会
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
二
名
の
六
名
、
専
門

委
員
と
し
て
市
内
の
建
設

設
計
業
者
一
名
、
高
知
工

科
大
学
の
教
授
一
名
、
市

議
会
二
名
、
執
行
部
一
名

の
合
計
十
一
名
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
会
長
に
宗
石

教
道
氏

(
物
部
町)

、
副

会
長
に
岡
林
寿
男
氏

(

香

北
町)

が
選
任
さ
れ
た
、

委
員
会
で
は
、
事
務
局

か
ら
香
美
市
中
期
財
政
計

画
に
お
け
る
庁
舎
建
設
計

画
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

説
明
の
後

｢

今
後
の
会
議

の
進
め
方｣

｢

建
設
に
対

す
る
総
予
算
を
概
ね
三
十

億
円
と
す
る｣
｢

建
設
構

想
の
提
言
取
り
ま
と
め
は

平
成
二
十
年
二
月
を
目
途

と
す
る｣

｢

次
回
の
会
議

か
ら
テ
ー
マ
を
絞
り
具
体

的
な
協
議
を
行
う
こ
と｣

な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

土
佐
山
田
観
光
開
発
株

式
会
社

(

以
後
Ｔ
社)
の

再
生
計
画
案
に
沿
い
、
去

る
十
一
月
二
十
七
日
に
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
プ
ロ

パ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社

(

以
後
Ｐ
Ｇ
Ｐ
社)

と
ス

ポ
ン
サ
ー
契
約
を
締
結
し
、

東
京
地
方
裁
判
所
へ
再
生

計
画
案
を
提
出
し
た
。

本
市
の
債
権
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
年
十
月
に
Ｔ

社
と
交
わ
し
た
覚
書
に
基

づ
く
負
担
金
の
残
額
約
一

億
四
千
五
百
万
円
で
あ
り
、

再
生
債
権
届
出
書
に
記
載

し
提
出
し
た
。

債
権
計
画
案
の
内
容
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
Ｔ
社
の
発
行
済
み
株
式

は
全
て
無
償
で
償
却
し
、

Ｐ
Ｇ
Ｐ
社
が
Ｔ
社
の
一

〇
〇
％
親
会
社
と
な
る
。

◎
会
員
制
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

と
し
て
運
営
を
維
持
し

｢

土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶

楽
部｣

の
名
称
は
継
続

し
て
使
用
す
る
。

◎
株
式
会
員
に
は
、
追
加

的
負
担
は
な
く
従
前
と

同
内
容
の
プ
レ
ー
権
を

保
障
し
、
無
額
面
の
会

員
権
証
書
を
新
規
に
発

行
す
る
。

◎
債
権
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
債
権
額
の
一
・

五
％
を
弁
済
す
る
。

今
後
は
、
東
京
地
方
裁

判
所
が
開
催
す
る
債
権
者

集
会
に
お
い
て
、
再
生
計

画
案
に
対
す
る
賛
否
の
議

決
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

大
栃
郵
便
局
は
、
築
三

十
九
年
を
経
過
し
、
建
て

替
え
の
時
期
に
来
て
い
る

等
の
理
由
か
ら
、
本
市
物

部
支
所
へ
の
移
転
・
併
設

構
想
が
進
ん
で
い
る
。

内
容
は
、
物
部
支
所
の

業
務
管
理
課
と
林
政
課
の

入
っ
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に

大
栃
郵
便
局
の
窓
口
業
務

と
集
配
機
能
が
移
転
・
入

居
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
支
所

入
り
口
付
近
に
移
設
す
る

構
想
で
あ
る
。
郵
便
局
員

数
に
変
化
は
な
く
、
現
在

の
機
能
を
維
持
し
た
ま
ま

大
栃
郵
便
局
が
入
居
す
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
構
想
は
、
両
者
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
多

く
、
住
民
に
と
っ
て
も
理

想
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
実
現

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的

に
は
、
平
成
十
九
年
九
月

に
業
務
開
始
の
予
定
で
あ

る
。
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十
月
議
会
に
お
い
て
整

備
し
た
香
美
市
内
地
域
交

通
対
策
検
討
委
員
会
が
、

去
る
十
一
月
三
十
日
に
発

足
し
た
。
委
員
の
構
成
は
、

地
域
審
議
会
委
員
・
市
バ

ス
委
託
事
業
者
・
学
識
経

験
者
・
県
職
員
・
市
職
員

等
十
五
名
で
あ
る
。

委
員
会
の
内
容
は
、
本

市
に
お
け
る
市
民
の
交
通

対
策
に
つ
い
て
多
面
的
な

見
地
か
ら
検
討
・
協
議
し
、

市
バ
ス
や
路
線
バ
ス
、
さ

ら
に
福
祉
関
係
、
教
育
関

係
の
交
通
施
策
に
つ
い
て

の
現
況
や
、
法
体
系
等
の

把
握
を
し
、
そ
の
後
に
具

体
的
な
作
業
を
行
っ
て
い

く
。

公
共
下
水
道
事
業
の
発

注
工
事
は
、
汚
水
整
備
工

事
二
件
と
雨
水
整
備
工
事

一
件
で
あ
る
。

汚
水
整

備
工
事
に
つ
い
て
は
、
公

共
下
水
道
北
部
・
植
分
区

枝
線
管
渠
築
造
工
事

(

施

工
場
所
・
土
佐
山
田
町
北

組
西
地
区)

を
八
月
下
旬

よ
り
工
事
開
始
、
十
二
月

末
ま
で
の
進
捗
は
、
約
八

〇
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

完
成
は
平
成
十
九
年
三
月

中
旬
の
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
公
共
下
水
道
中
部
地

区
枝
線
管
渠
築
造
工
事

(

施
工
場
所
・
土
佐
山
田

町
伏
原
地
区)
を
八
月
下

旬
よ
り
工
事
開
始
し
、
十

二
月
末
迄
の
進
捗
は
、
約

八
五
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

完
成
は
平
成
十
九
年
二
月

末
の
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

供
用
開
始
は
両
地
区
と
も

平
成
十
九
年
二
月
末
を
予

定
し
て
い
る
。

雨
水
整
備
工
事
に
つ
い

て
は
、
浸
水
対
策
下
水
道

中
央
雨
水
幹
線
管
渠
築
造

工
事

(

施
工
場
所
・
土
佐

山
田
町
北
本
町
上
一
丁
目

及
び
伏
原
地
区)

を
八
月

上
旬
よ
り
工
事
開
始
し
、

十
二
月
末
迄
の
進
捗
は
、

約
七
〇
％
を
見
込
ん
で
い

る
。
完
成
は
平
成
十
九
年

三
月
下
旬
の
予
定
で
あ
る
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

美
良
布
汚
水
管
渠
築
造
工

事

(

施
工
場
所
・
香
北
町

橋
川
野
地
区)

を
八
月
上

旬
よ
り
工
事
開
始
し
、
十

二
月
末
迄
の
進
捗
は
約
八

〇
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

完
成
は
平
成
十
九
年
三
月

末
の
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
九
月
の
台

風
十
四
号
災
害
の
う
ち
、

大
栃
線
三
号
箇
所
は
、
橋

梁
設
計
が
完
了
し
た
。
ま

た
、
上
流
の
六
号
箇
所
及

び
七
号
箇
所
に
つ
い
て
は

入
札
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
林
道
大
栃

線
の
全
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
、
未
発
注
箇
所
は
、

三
号
箇
所
の
橋
梁
工
事
と

木
製
車
道
橋
の
下
手
と
な

る
四
号
箇
所
・
五
号
箇
所

の
三
件
と
な
っ
た
。

ま
た
、
十
八
年
発
生
の

災
害
復
旧
工
事
八
件
の
う

ち
、
林
道
河
口
落
合
線
一

工
区
の
一
号
箇
所
及
び
四

工
区
の
二
号
箇
所
は
、
入

札
予
定
で
あ
り
、
亀
ケ
線
、

御
在
所
線
他
四
件
は
災
害

査
定
を
終
了
し
た
。
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合
併
初
年
度
、
水
道
課

の
課
題
は
、
市
内
全
域
で

水
道
料
金
滞
納
処
理
の
対

応
を
統
一
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。滞

納
処
理
に
つ
い
て
は
、

再
三
の
滞
納
通
知
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
料
金
を
支
払

わ
な
い
使
用
者
に
対
し
、

香
美
市
給
水
条
例
に
基
づ

き
給
水
停
止
措
置
を
行
っ

た
。
過
去
、
給
水
停
止
措

置
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
香
北
・
物
部
地
区
の
一

部
使
用
者
か
ら
異
議
も
あ

っ
た
が
、
料
金
を
支
払
わ

ず
に
水
道
を
使
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
き
然
と

し
た
対
応
を
し
て
い
く
。

現
時
点
で
、
こ
れ
ら
の
滞

納
者
は
誓
約
書
に
よ
る
分

割
納
付
を
行
っ
て
お
り
、

滞
納
分
は
確
実
に
減
少
し

て
い
る
。

今
後
と
も
現
在
の
対
応

で
滞
納
処
理
を
推
進
し
て

い
く
。

｢

い
じ
め｣

に
よ
る
痛

ま
し
い
事
件
が
社
会
的
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
。

楽
し
い
こ
と
や
嬉
し
い

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、

悩
み
や
苦
し
み
も
抱
え
な

が
ら
、
毎
日
を
送
っ
て
い

る
児
童
・
生
徒
も
多
い
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
時
に

こ
そ
、
友
達
・
家
族
・
教

職
員
等
に
心
の
内
を
明
か

せ
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
自

分
一
人
で
悩
み
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

先
日
、
教
育
委
員
会
の

取
り
組
み
と
文
部
科
学
大

臣
か
ら
の
お
願
い
の
手
紙

を
保
護
者
に
送
付
し
た
。

今
後
と
も
、
児
童
・
生
徒

を
主
人
公
と
し
、
子
ど
も

た
ち
に
目
を
向
け
た
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

主
催
事
業
の
第
一
弾
は
、

十
一
月
十
二
日
に

｢

奥
物

部
ま
る
ご
と
体
験
事
業｣

と
し
て
塩
の
道
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
、
い
ざ
な
ぎ
流
の

御
幣
切
り
体
験
と
舞
神
楽

観
賞
、
神
池
地
区
で
の

｢

石
仏
と
巨
樹
・
古
木
の

里
め
ぐ
り｣

が
実
施
さ
れ

た
。ま

た
、
十
二
月
二
日
に

は
、
物
部
・
香
北
・
土
佐

山
田
間
三
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
メ

イ
ン
に
土
佐
山
田
ス
タ
ジ

ア
ム
周
辺
で
芸
能
大
会
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ゲ
ー

ム
、
写
真
・
俳
句
展
等
、

多
彩
な
催
し
が
実
施
さ
れ
、

多
く
の
市
民
の
参
加
に
よ

り
香
美
市
の
合
併
が
祝
わ

れ
た
。

三
月
に
は
、
物
部
・
香

北
・
土
佐
山
田
の
三
エ
リ

ア
で
記
念
植
樹
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

十
一
月
五
日
、
第
一
回

香
美
市
福
祉
体
育
大
会
が

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、

市
内
福
祉
関
係
十
団
体
、

二
百
八
十
名
の
参
加
に
よ

り
、
県
立
香
北
青
少
年
の

家
で
行
わ
れ
た
。

本
市
の
福
祉
関
係
者
が
、

十
二
チ
ー
ム
に
別
れ
て
競

技
に
汗
を
流
す
こ
と
に
よ

り
、
一
体
と
な
っ
て
福
祉

活
動
を
進
め
る
交
流
の
輪

が
広
が
っ
た
。

5
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検
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委
員
会
が
発
足

下
水
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業
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進
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況
は

林
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施
設
災
害
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復
旧
状
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は

水水
道道
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金金
のの

滞滞
納納
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子子
どど
もも
たた
ちち
にに

目目
をを
向向
けけ
たた
教教
育育
をを

合合
併併
記記
念念
事事
業業
をを
実実
施施

物部町大栃小学校の子どもたち

香香
美美
市市
福福
祉祉
体体
育育

大大
会会
がが
開開
催催
ささ
れれ
るる

交流の輪が広がった




